
豊岡市条例第38号  

 

   豊岡市地域コミュニティに関する条例 
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 附則 

   第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この条例は、地域コミュニティ組織と市の協働に関する事項並びに豊岡市

立コミュニティセンター（以下「センター」という。）の設置及び管理に関する事

項を定めることを目的とする。 

   第２章 地域コミュニティ組織 

 （地域コミュニティ組織） 

第２条 この条例において「地域コミュニティ組織」とは、規則で定める複数の大

字を包含する区域（以下「地区」という。）ごとに住民の合意に基づいて設置され

る組織であって、多様な地域課題の解決や地域運営に主体的かつ総合的に取り組

むものをいう。 

 （地域コミュニティ組織の認定等） 

第３条 市長は、前条に規定する定義及び規則で定める要件に該当する組織を、そ

の申請により、１地区につき１組織に限り地域コミュニティ組織として認定する

ことができる。 

２ 市長は、前項の規定により認定した地域コミュニティ組織が次の各号のいずれ

かに該当すると認めるときは、認定を取り消すことができる。 

 ⑴ 地域コミュニティ組織として著しく不当な行為を行ったとき。 

 ⑵ 第２条に規定する定義又は規則で定める要件に該当しなくなったと認められ

るとき。 

 （地域コミュニティ組織の役割） 

第４条 地域コミュニティ組織は、その活動への住民の参画を推進するとともに、

市、公共的団体等と連携し、地区全体を総合的に運営する主体として住民自治に

積極的に取り組むよう努めるものとする。 

 （市の役割） 



第５条 市は、地域コミュニティ組織の主体性及び自立性に配慮するとともに、共

に地域社会を支える当事者として積極的に協働関係を構築し、住民自治を促進す

るものとする。 

２ 市は、認定した地域コミュニティ組織の地域振興活動、地域福祉活動、地域防

災活動、人づくり活動等のコミュニティ活動を支援するため、拠点施設の確保、

財政支援等の必要な措置を講ずるものとする。 

   第３章 センター 

 （設置） 

第６条 コミュニティ活動の促進、地域の振興及び住民の福祉の向上に資するため、

センターを設置する。 

 （名称及び位置） 

第７条 センターの名称及び位置は、別表第１のとおりとする。 

 （職員） 

第８条 センターに、所長その他職員を置く。 

 （休館日） 

第９条 センターの休館日は、別表第２のとおりとする。ただし、市長は、特に必

要があると認めるときは、休館日を変更し、又は臨時の休館日を定めることがで

きる。 

 （開館時間） 

第10条 センターの開館時間は、午前９時から午後10時までとする。ただし、市長

は、特に必要があると認めるときは、その時間を変更することができる。 

 （使用の許可） 

第11条 別表第３に掲げる施設を使用しようとする者は、市長の許可を受けなけれ

ばならない。 

２ 市長は、前項の許可にセンターの管理上必要な条件を付し、又はこれを変更す

ることができる。 

 （許可の基準） 

第12条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、前条第１項の許可をして

はならない。 

 ⑴ センターの使用が公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認めると

き。 

 ⑵ センターの使用がセンターの建物、器具、備品等（以下「建物等」という。）

を汚損し、損傷し、又は滅失させるおそれがあると認めるとき。 

 ⑶ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第

２条第２号に規定する暴力団その他反社会的団体又はそれらの構成員が使用す

ると認めるとき。 



 ⑷ 前３号に掲げるもののほか、市長がその使用を不適当であると認めるとき。 

２ 市長は、センターの管理上又は公益上支障があると認めるときは、前条第１項

の許可をしないことができる。 

 （使用権の譲渡等の禁止） 

第13条 第11条第１項の規定によりセンターの使用の許可を受けた者（以下「使用

者」という。）は、その権利を譲渡し、又は転貸してはならない。 

 （特別の設備の設置等） 

第14条 使用者は、特別の設備若しくは器具を設置し、若しくは使用し、又は施設

の現状を変更しようとするときは、市長の許可を受けなければならない。 

２ 第11条第２項及び第12条の規定は、前項の許可について準用する。 

 （許可の取消し等） 

第15条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、許可を取り消し、又は施

設の使用の制限をし、若しくは使用の停止を命ずることができる。 

 ⑴ 使用者がこの条例若しくはこの条例に基づく規則又はこれらに基づく指示に

違反したとき。 

 ⑵ 使用者が許可された使用目的以外の目的に施設を使用したとき。 

 ⑶ 使用者が許可に付した条件に違反したとき。 

 ⑷ 使用者が詐欺その他不正の行為により許可を受けたとき。 

 ⑸ 第12条第１項各号のいずれかに該当するに至ったとき。 

２ 市長は、センターの管理上又は公益上やむを得ない必要が生じたときは、使用

者に対し、前項に規定する処分をすることができる。 

 （使用料の徴収） 

第16条 市長は、第11条第１項の許可をした施設の使用につき、使用者から、別表

第３に定める使用料を徴収する。 

２ 使用料は、施設の使用を許可するときに、一括して徴収するものとする。ただ

し、市長が特別な理由があると認めるときは、その納付すべき期限を別に指定す

ることができる。 

 （使用料の減免） 

第17条 市長は、公益上特に必要があると認めるときは、使用料を減額し、又は免

除することができる。 

 （使用料の不還付） 

第18条 既に納めた使用料は、還付しない。ただし、第15条第２項の規定により市

長がセンターの管理上又は公益上やむを得ない必要が生じたとして同条第１項に

規定する処分をしたとき、その他市長が特別の理由があると認めるときは、申請

により、その全部又は一部を還付することができる。 

 （入館の制限等） 



第19条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、センターへの入館を拒

絶し、又はセンターからの退館を命ずることができる。 

 ⑴ 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがある者 

 ⑵ 他人に危害を及ぼし、又は他人の迷惑になるおそれがある物品若しくは動物

の類を携帯する者 

 ⑶ 建物等を汚損し、損傷し、又は滅失させるおそれがある者 

 ⑷ 前３号に掲げるもののほか、センターの管理上必要な指示に従わない者 

 （行為の禁止） 

第20条 何人も、センター内において、センターの管理上支障がある行為をしては

ならない。 

 （立入り等） 

第21条 市長は、センターの管理上必要があると認めるときは、許可をした場所に

立ち入り、関係者に質問をし、又は必要な指示をすることができる。 

 （原状回復の義務） 

第22条 使用者は、センターの使用を終了したとき又は第11条第１項の許可を取り

消されたときは、直ちに施設を原状に回復しなければならない。 

２ 市長は、使用者が前項の義務を履行しないときは、その原状回復に必要な措置

を採るべきことを命ずることができる。 

３ 前項の場合において、使用者が市長の指示に従わないときは、市長は、原状回

復に必要な費用を使用者から徴収するものとする。 

 （損害の賠償等） 

第23条 建物等を汚損し、損傷し、又は滅失させた者は、これを原状に回復し、又

はその損害を賠償しなければならない。ただし、市長は、特別の事情があると認

めるときは、その賠償額を減額し、又はこれを免除することができる。 

 （指定管理者による管理） 

第24条 市長は、センターの管理運営上必要があると認めるときは、指定管理者（地

方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項に規定する指定管理者をいう。

以下同じ。）にセンターの管理を行わせることができる。 

２ 前項の規定により指定管理者にセンターの管理を行わせる場合の当該指定管理

者が行う業務は、次に掲げるとおりとする。 

 ⑴ センターの使用及びその制限に関する業務 

 ⑵ センターの維持管理に関する業務 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が定める業務 

３ 第１項の規定により指定管理者にセンターの管理を行わせる場合において、第

９条から第12条まで、第14条第１項、第15条、第19条、第21条並びに第22条第２

項及び第３項の規定の適用については、第９条及び第10条中「市長は、特に必要



があると認めるときは」とあるのは「指定管理者は、特に必要があると認めると

きは市長の承認を得て」と、第11条、第12条、第14条第１項、第15条、第19条、

第21条並びに第22条第２項及び第３項中「市長」とあるのは「指定管理者」とす

る。 

４ 第１項の規定により指定管理者にセンターの管理を行わせる場合においては、

第８条の規定は適用しない。 

 （利用料金） 

第25条 前条第１項の規定により指定管理者にセンターの管理を行わせる場合にお

いて、市長が適当と認めるときは、指定管理者にセンターの使用に係る料金（以

下「利用料金」という。）を指定管理者の収入として収受させることができる。 

２ 第16条から第18条までの規定にかかわらず、前項の規定により利用料金を指定

管理者に収受させる場合においては、別表第３に掲げる施設の使用者は、同表に

定める額の範囲内においてあらかじめ市長の承認を得て指定管理者が定める額の

利用料金を指定管理者に支払わなければならない。この場合において、指定管理

者は、規則で定める場合のほか、市長の承認を得て定める基準に基づき、利用料

金を減額し、若しくは免除し、又はその全部若しくは一部を還付することができ

る。 

３ 第１項の規定により利用料金を指定管理者に収受させる場合において、別表第

３の規定の適用については、同表中「使用料」とあるのは、「利用料金の限度額」

とする。 

４ 市長は、第２項の承認をしたときは、その旨及び当該利用料金の額を告示する

ものとする。 

   第４章 雑則 

 （委任） 

第26条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成29年４月１日から施行する。 

 （豊岡市立公民館の設置及び管理に関する条例の廃止） 

２ 豊岡市立公民館の設置及び管理に関する条例（平成17年豊岡市条例第170号）は、

廃止する。 

 （経過措置） 

３ この条例の施行前に、前項の規定による廃止前の豊岡市立公民館の設置及び管理

に関する条例の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この条例の相当規

定によりなされたものとみなす。 

 （豊岡市立多目的集会施設の設置及び管理に関する条例の一部改正） 



４ 豊岡市立多目的集会施設の設置及び管理に関する条例（平成17年豊岡市条例第

16号）の一部を次のように改正する。 

  第２条の次に次の２条を加える。 

  （休館日） 

 第２条の２ 集会施設の休館日（以下「休館日」という。）は、次の表のとおり

とする。ただし、市長は、特に必要があると認めるときは、休館日を変更し、

又は臨時の休館日を定めることができる。 

名称 休館日 

豊岡市立清滝会館 

豊岡市立八代ふれあいセンター 

豊岡市立小坂地区多目的研修集会施設 

豊岡市立福住地区交流センター 

豊岡市立寺坂地区交流センター 

豊岡市立資母地区交流センター 

火曜日及び12月29日から

翌年の１月３日まで 

豊岡市立小野地区交流センター 木曜日及び12月29日から

翌年の１月３日まで 

  （開館時間） 

 第２条の３ 集会施設の開館時間は、午前９時から午後10時までとする。ただし、

市長は、特に必要があると認めるときは、その時間を変更することができる。 

  第８条を次のように改める。 

  （使用料の徴収） 

 第８条 市長は、第３条第１項の許可をした施設の使用につき、使用者から別表

第２に定める使用料を徴収する。 

 ２ 使用料は、施設の使用を許可するときに、一括して徴収するものとする。た

だし、市長が特別な理由があると認めるときは、その納付すべき期限を別に指

定することができる。 

  第９条中「、申請により」を削る。 

  第14条に次の１項を加える。 

 ３ 前項の場合において、使用者が市長の指示に従わないときは、市長は、原状

回復に必要な費用を使用者から徴収するものとする。 

  第16条を第18条とし、第15条の次に次の２条を加える。 

  （指定管理者による管理） 

 第16条 市長は、集会施設の管理運営上必要があると認めるときは、指定管理者

（地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項に規定する指定管理者

をいう。以下同じ。）に集会施設の管理を行わせることができる。 

 ２ 前項の規定により指定管理者に集会施設の管理を行わせる場合の当該指定管



理者が行う業務は、次に掲げるとおりとする。 

  ⑴ 集会施設の使用及びその制限に関する業務 

  ⑵ 集会施設の維持管理に関する業務 

  ⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が定める業務 

 ３ 第１項の規定により指定管理者に集会施設の管理を行わせる場合において、

第２条の２から第４条まで、第６条第１項、第７条、第11条、第13条並びに第

14条第２項及び第３項の規定の適用については、第２条の２及び第２条の３中

「市長は、特に必要があると認めるときは」とあるのは「指定管理者は、特に

必要があると認めるときは市長の承認を得て」と、第３条、第４条、第６条第

１項、第７条、第11条、第13条並びに第14条第２項及び第３項中「市長」とあ

るのは「指定管理者」とする。 

  （利用料金） 

 第17条 前条第１項の規定により指定管理者に集会施設の管理を行わせる場合に

おいて、市長が適当と認めるときは、指定管理者に集会施設の使用に係る料金

（以下「利用料金」という。）を指定管理者の収入として収受させることがで

きる。 

 ２ 第８条から第10条までの規定にかかわらず、前項の規定により利用料金を指

定管理者に収受させる場合においては、別表第２に掲げる施設の使用者は、同

表に定める額の範囲内においてあらかじめ市長の承認を得て指定管理者が定め

る額の利用料金を指定管理者に支払わなければならない。この場合において、

指定管理者は、規則で定める場合のほか、市長の承認を得て定める基準に基づ

き、利用料金を減額し、若しくは免除し、又はその全部若しくは一部を還付す

ることができる。 

 ３ 第１項の規定により利用料金を指定管理者に収受させる場合において、別表

第２の１の表から６の表の規定の適用については、これらの規定中「使用料」

とあるのは、「利用料金の限度額」とする。 

 ４ 市長は、第２項の承認をしたときは、その旨及び当該利用料金の額を告示す

るものとする。 

  別表第１豊岡市立国府地区コミュニティセンターの項を削る。 

  別表第２の２の表を削り、別表第２の３の表を別表第２の２の表とする。 

  別表第２の４の表を別表第２の３の表とし、同表備考を次のように改める。 

備考 

１ 使用者が営利を目的として使用する場合の使用料は、こ

の表に規定するそれぞれの額の２倍に相当する額とする。 

２ 冷暖房を使用する場合は、この表に規定するそれぞれの

額の３割に相当する額を加算する。 



３ 使用料の計算において、算出した使用料の合計額に10円

未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。 

  別表第２の５の表を別表第２の４の表とし、同表備考を次のように改める。 

備考 

１ 使用者が営利を目的として使用する場合の使用料は、こ

の表に規定するそれぞれの額の２倍に相当する額とする。 

２ 冷暖房を使用する場合は、この表に規定するそれぞれの

額の３割に相当する額を加算する。 

３ 使用料の計算において、算出した使用料の合計額に10円

未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。 

  別表第２の６の表を別表２の５の表とし、同表備考を次のように改める。 

備考 

１ 使用者が営利を目的として使用する場合の使用料は、こ

の表に規定するそれぞれの額の２倍に相当する額とする。 

２ 冷暖房を使用する場合は、この表に規定するそれぞれの

額の３割に相当する額を加算する。 

３ 使用料の計算において、算出した使用料の合計額に10円

未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。 

  別表第２の７の表を別表第２の６の表とし、同表備考を次のように改める。 

備考 

１ 使用者が営利を目的として使用する場合の使用料は、こ

の表に規定するそれぞれの額の２倍に相当する額とする。 

２ 冷暖房を使用する場合は、この表に規定するそれぞれの

額の３割に相当する額を加算する。 

３ 使用料の計算において、算出した使用料の合計額に10円

未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。 

（経過措置） 

５ この条例の施行前に、前項の規定による改正前の豊岡市立多目的集会施設の設

置及び管理に関する条例の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、前項の

規定による改正後の豊岡市立多目的集会施設の設置及び管理に関する条例の相当

規定によりなされたものとみなす。 

 （豊岡市立日高農村環境改善センターの設置及び管理に関する条例の一部改正） 

６ 豊岡市立日高農村環境改善センターの設置及び管理に関する条例（平成17年豊

岡市条例第19号）の一部を次のように改正する。 

  第２条の次に次の２条を加える。 



  （休館日） 

 第２条の２ センターの休館日（以下「休館日」という。）は、火曜日及び12月

29日から翌年１月３日までとする。ただし、市長は、特に必要があると認める

ときは、休館日を変更し、又は臨時の休館日を定めることができる。 

  （開館時間） 

 第２条の３ センターの開館時間は、午前９時から午後10時までとする。ただし、

市長は、特に必要があると認めるときは、その時間を変更することができる。 

  第８条に次の１項を加える。 

 ２ 使用料は、施設の使用を許可するときに、一括して徴収するものとする。た

だし、市長が特別な理由があると認めるときは、その納付すべき期限を別に指

定することができる。 

  第９条中「、申請により」を削る。 

  第14条に次の１項を加える。 

 ３ 前項の場合において、使用者が市長の指示に従わないときは、市長は、原状

回復に必要な費用を使用者から徴収するものとする。 

  第16条を第18条とし、第15条の次に次の２条を加える。 

  （指定管理者による管理） 

 第16条 市長は、センターの管理運営上必要があると認めるときは、指定管理者

（地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項に規定する指定管理者

をいう。以下同じ。）にセンターの管理を行わせることができる。 

２ 前項の規定により指定管理者にセンターの管理を行わせる場合の当該指定管

理者が行う業務は、次に掲げるとおりとする。 

  ⑴ センターの使用及びその制限に関する業務 

  ⑵ センターの維持管理に関する業務 

  ⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が定める業務 

 ３ 第１項の規定により指定管理者にセンターの管理を行わせる場合において、

第２条の２から第４条まで、第６条第１項、第７条、第11条、第13条並びに第

14条第２項及び第３項の規定の適用については、第２条の２及び第２条の３中

「市長は、特に必要があると認めるときは」とあるのは「指定管理者は、特に

必要があると認めるときは市長の承認を得て」と、第３条、第４条、第６条第

１項、第７条、第11条、第13条並びに第14条第２項及び第３項中「市長」とあ

るのは「指定管理者」とする。 

  （利用料金） 

 第17条 前条第１項の規定により指定管理者にセンターの管理を行わせる場合に

おいて、市長が適当と認めるときは、指定管理者にセンターの使用に係る料金

（以下「利用料金」という。）を指定管理者の収入として収受させることがで



きる。 

 ２ 第８条から第10条までの規定にかかわらず、前項の規定により利用料金を指

定管理者に収受させる場合においては、別表に掲げる施設の使用者は、同表に

定める額の範囲内においてあらかじめ市長の承認を得て指定管理者が定める額

の利用料金を指定管理者に支払わなければならない。この場合において、指定

管理者は、規則で定める場合のほか、市長の承認を得て定める基準に基づき、

利用料金を減額し、若しくは免除し、又はその全部若しくは一部を還付するこ

とができる。 

 ３ 第１項の規定により利用料金を指定管理者に収受させる場合において、別表

の規定の適用については、同表中「使用料」とあるのは、「利用料金の限度額」

とする。 

 ４ 市長は、第２項の承認をしたときは、その旨及び当該利用料金の額を告示す

るものとする。 

 （経過措置） 

７ この条例の施行前に、前項の規定による改正前の豊岡市立日高農村環境改善セ

ンターの設置及び管理に関する条例の規定によりなされた処分、手続その他の行為

は、前項の規定による改正後の豊岡市立日高農村環境改善センターの設置及び管

理に関する条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

 （豊岡市立基幹集落センターの設置及び管理に関する条例の一部改正） 

８ 豊岡市立基幹集落センターの設置及び管理に関する条例（平成17年豊岡市条例

第20号）の一部を次のように改正する。 

  第２条の次に次の２条を加える。 

  （休館日） 

 第２条の２ センターの休館日（以下「休館日」という。）は、火曜日及び12月

29日から翌年１月３日までとする。ただし、市長は、特に必要があると認める

ときは、休館日を変更し、又は臨時の休館日を定めることができる。 

  （開館時間） 

第２条の３ センターの開館時間は、午前９時から午後10時までとする。ただし、

市長は、特に必要があると認めるときは、その時間を変更することができる。 

  第８条を次のように改める。 

  （使用料の徴収） 

 第８条 市長は、第３条第１項の許可をした施設の使用につき、使用者から別表

第２に定める使用料を徴収する。 

 ２ 使用料は、施設の使用を許可するときに、一括して徴収するものとする。た

だし、市長が特別な理由があると認めるときは、その納付すべき期限を別に指

定することができる。 



  第14条に次の１項を加える。 

 ３ 前項の場合において、使用者が市長の指示に従わないときは、市長は、原状

回復に必要な費用を使用者から徴収するものとする。 

  第16条を第18条とし、第15条の次に次の２条を加える。 

  （指定管理者による管理） 

 第16条 市長は、センターの管理運営上必要があると認めるときは、指定管理者

（地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項に規定する指定管理者

をいう。以下同じ。）にセンターの管理を行わせることができる。 

 ２ 前項の規定により指定管理者にセンターの管理を行わせる場合の当該指定管

理者が行う業務は、次に掲げるとおりとする。 

  ⑴ センターの使用及びその制限に関する業務 

  ⑵ センターの維持管理に関する業務 

  ⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が定める業務 

 ３ 第１項の規定により指定管理者にセンターの管理を行わせる場合において、

第２条の２から第４条まで、第６条第１項、第７条、第11条、第13条並びに第

14条第２項及び第３項の規定の適用については、第２条の２及び第２条の３中

「市長は、特に必要があると認めるときは」とあるのは「指定管理者は、特に

必要があると認めるときは市長の承認を得て」と、第３条、第４条、第６条第

１項、第７条、第11条、第13条並びに第14条第２項及び第３項中「市長」とあ

るのは「指定管理者」とする。 

  （利用料金） 

 第17条 前条第１項の規定により指定管理者にセンターの管理を行わせる場合に

おいて、市長が適当と認めるときは、指定管理者にセンターの使用に係る料金

（以下「利用料金」という。）を指定管理者の収入として収受させることがで

きる。 

 ２ 第８条から第10条までの規定にかかわらず、前項の規定により利用料金を指

定管理者に収受させる場合においては、別表第２に掲げる施設の使用者は、同

表に定める額の範囲内においてあらかじめ市長の承認を得て指定管理者が定め

る額の利用料金を指定管理者に支払わなければならない。この場合において、

指定管理者は、規則で定める場合のほか、市長の承認を得て定める基準に基づ

き、利用料金を減額し、若しくは免除し、又はその全部若しくは一部を還付す

ることができる。 

 ３ 第１項の規定により利用料金を指定管理者に収受させる場合において、別表

第２の１の表及び２の表の規定の適用については、これらの規定中「使用料」

とあるのは、「利用料金の限度額」とする。 

 ４ 市長は、第２項の承認をしたときは、その旨及び当該利用料金の額を告示す



るものとする。 

  別表第２の１の表備考を次のように改める。 

備考 

１ 使用者が営利を目的として使用する場合の使用料は、こ

の表に規定するそれぞれの額の２倍に相当する額とする。 

２ 冷暖房を使用する場合は、この表に規定するそれぞれの

額の３割に相当する額を加算する。 

３ 使用料の計算において、算出した使用料の合計額に10円

未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。 

 （経過措置） 

９ この条例の施行前に、前項の規定による改正前の豊岡市立基幹集落センターの

設置及び管理に関する条例の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、前項

の規定による改正後の豊岡市立基幹集落センターの設置及び管理に関する条例の

相当規定によりなされたものとみなす。 

（豊岡市都市公園条例の一部改正） 

10 豊岡市都市公園条例(平成17年豊岡市条例第146号)の一部を次のように改正する。 

別表第１中央公園の項中「豊岡市豊岡地区公民館」を「豊岡市立豊岡地区コミュ

ニティセンター」に改める。 

（豊岡市立歴史博物館「但馬国府・国分寺館」の設置及び管理に関する条例の一部

改正） 

11 豊岡市立歴史博物館「但馬国府・国分寺館」の設置及び管理に関する条例(平成17

年豊岡市条例第177号)の一部を次のように改正する。 

第３条第９号中「、公民館」を削る。 

（豊岡市屋外広告物条例の一部改正） 

12 豊岡市屋外広告物条例(平成27年豊岡市条例第24号)の一部を次のように改正す

る。 

第９条第１項第15号中「、公民館」を削る。 

別表第１（第７条関係） 

名称 位置 

豊岡市立豊岡地区コミュニティセンター 豊岡市立野町１番４号 

豊岡市立八条地区コミュニティセンター 豊岡市九日市下町402番地 

豊岡市立三江地区コミュニティセンター 豊岡市庄境626番地 

豊岡市立田鶴野地区コミュニティセンター 豊岡市野上162番地 

豊岡市立五荘地区コミュニティセンター 豊岡市上陰137番地の７ 

豊岡市立新田地区コミュニティセンター 豊岡市河谷596番地 

豊岡市立中筋地区コミュニティセンター 豊岡市 渕281番地の１ 



豊岡市立奈佐地区コミュニティセンター 豊岡市吉井593番地の５ 

豊岡市立港地区コミュニティセンター 豊岡市気比2435番地 

豊岡市立神美地区コミュニティセンター 豊岡市三宅81番地の１ 

豊岡市立城崎地区コミュニティセンター 豊岡市城崎町桃島1057番地の１ 

豊岡市立竹野南地区コミュニティセンター 豊岡市竹野町森本984番地の１ 

豊岡市立中竹野地区コミュニティセンター 豊岡市竹野町轟1051番地 

豊岡市立竹野地区コミュニティセンター 豊岡市竹野町竹野1585番地の１ 

豊岡市立国府地区コミュニティセンター 豊岡市日高町野々庄934番地の２ 

豊岡市立八代地区コミュニティセンター 豊岡市日高町中333番地の１ 

豊岡市立日高地区コミュニティセンター 豊岡市日高町国分寺850番地 

豊岡市立三方地区コミュニティセンター 豊岡市日高町栗山901番地の２ 

豊岡市立清滝地区コミュニティセンター 豊岡市日高町山宮1337番地の１ 

豊岡市立西気地区コミュニティセンター 豊岡市日高町東河内608番地の２ 

豊岡市立弘道地区コミュニティセンター 豊岡市出石町内町１番地 

豊岡市立菅谷地区コミュニティセンター 豊岡市出石町荒木810番地 

豊岡市立福住地区コミュニティセンター 豊岡市出石町福住460番地の１ 

豊岡市立寺坂地区コミュニティセンター 豊岡市出石町寺坂157番地 

豊岡市立小坂地区コミュニティセンター 豊岡市出石町福居946番地 

豊岡市立小野地区コミュニティセンター 豊岡市出石町袴狭386番地の１ 

豊岡市立資母地区コミュニティセンター 豊岡市但東町中山815番地 

豊岡市立合橋地区コミュニティセンター 豊岡市但東町出合150番地 

豊岡市立高橋地区コミュニティセンター 豊岡市但東町久畑830番地 

別表第２（第９条関係） 

名称 休館日 

豊岡市立豊岡地区コミュニティセンター 火曜日 12月29日から翌年の１月３日

まで 

 
豊岡市立八条地区コミュニティセンター 

豊岡市立三江地区コミュニティセンター 

豊岡市立田鶴野地区コミュニティセンター 

豊岡市立五荘地区コミュニティセンター 

豊岡市立新田地区コミュニティセンター 

豊岡市立中筋地区コミュニティセンター 

豊岡市立奈佐地区コミュニティセンター 

豊岡市立港地区コミュニティセンター 

豊岡市立神美地区コミュニティセンター 

豊岡市立城崎地区コミュニティセンター 

豊岡市立竹野南地区コミュニティセンター 

豊岡市立中竹野地区コミュニティセンター 



豊岡市立竹野地区コミュニティセンター 

豊岡市立国府地区コミュニティセンター 

豊岡市立八代地区コミュニティセンター 

豊岡市立日高地区コミュニティセンター 

豊岡市立三方地区コミュニティセンター 

豊岡市立清滝地区コミュニティセンター 

豊岡市立西気地区コミュニティセンター 

豊岡市立弘道地区コミュニティセンター 

豊岡市立菅谷地区コミュニティセンター 

豊岡市立福住地区コミュニティセンター 

豊岡市立寺坂地区コミュニティセンター 

豊岡市立小坂地区コミュニティセンター 

豊岡市立小野地区コミュニティセンター 木曜日 12月29日から翌年の１月３日

まで 

豊岡市立資母地区コミュニティセンター 火曜日 12月29日から翌年の１月３日

まで 

 
豊岡市立合橋地区コミュニティセンター 

豊岡市立高橋地区コミュニティセンター 

別表第３（第11条、第16条関係） 

センターの名称 区分 

使用料 

午前９時から

午後零時まで 

午後１時から

午後５時まで 

午後６時から

午後10時まで 

豊岡市立豊岡地

区コミュニティ

センター 

集会室１ 840円 960円 1,200円 

集会室２ 840円 960円 1,200円 

会議室 840円 840円 1,080円 

研修室 840円 840円 1,080円 

相談・会議室 660円 660円 960円 

和室１ 360円 360円 540円 

和室２ 300円 300円 420円 

総合学習室 660円 660円 960円 

調理室 840円 840円 1,080円 

レッスンルーム 840円 840円 1,080円 

スタッフルーム 240円 240円 360円 

豊岡市立八条地

区コミュニティ

センター 

小会議室 540円 540円 840円 

文化ホール 1,080円 1,080円 1,560円 

教養講座室 660円 660円 960円 

研修室 840円 840円 1,080円 

会議室 540円 540円 840円 

栄養実習室 840円 840円 1,080円 



豊岡市立三江地

区コミュニティ

センター 

会議室（１） 540円 540円 840円 

教養講座室 660円 660円 960円 

会議室（２） 540円 540円 840円 

調理実習室 840円 840円 1,080円 

大会議室Ａ 540円 540円 840円 

大会議室Ｂ 540円 540円 840円 

豊岡市立田鶴野

地区コミュニテ

ィセンター 

講座室（和） 420円 420円 660円 

小会議室 420円 420円 660円 

大会議室 840円 960円 1,200円 

青年室 420円 420円 660円 

調理教室 660円 660円 960円 

豊岡市立五荘地

区コミュニティ

センター 

多目的ホール１ 900円 1,000円 1,300円 

多目的ホール２ 900円 1,000円 1,300円 

会議室 1,160円 1,160円 1,500円 

研修室 740円 740円 1,100円 

和室１ 400円 400円 600円 

和室２ 400円 400円 600円 

総合学習室 740円 740円 1,100円 

調理実習室 880円 880円 1,160円 

レッスンルーム 1,160円 1,160円 1,500円 

スタッフルーム 400円 400円 620円 

豊岡市立新田地

区コミュニティ

センター 

講座室（和） 420円 420円 660円 

研修室 420円 420円 660円 

調理室 660円 660円 960円 

大会議室 840円 960円 1,200円 

豊岡市立中筋地

区コミュニティ

センター 

和室 420円 420円 660円 

集会室 840円 960円 1,200円 

講座室 420円 420円 660円 

青年室 420円 420円 660円 

調理室 660円 660円 960円 

豊岡市立奈佐地

区コミュニティ

センター 

多目的ホール 870円 930円 1,220円 

会議室 560円 560円 810円 

和室 480円 480円 720円 

調理室 550円 550円 740円 

豊岡市立港地区

コミュニティセ

ンター 

研修室 840円 840円 1,080円 

講座室 660円 660円 960円 

調理実習室 840円 840円 1,080円 

図書室兼資料室 540円 540円 840円 



大会議室 1,080円 1,080円 1,560円 

豊岡市立城崎地

区コミュニティ

センター 

多目的ホール１ 610円 650円 850円 

多目的ホール２ 730円 730円 1,050円 

和室研修室 890円 890円 1,330円 

調理実習室 460円 460円 620円 

豊岡市立竹野南

地区コミュニテ

ィセンター 

多目的ホール 770円 820円 1,080円 

研修室 720円 720円 1,030円 

和室 290円 290円 430円 

調理室 790円 790円 1,070円 

豊岡市立中竹野

地区コミュニテ

ィセンター 

青年研修室 720円 720円 1,040円 

第１研修室（和室） 400円 400円 600円 

第２研修室 1,370円 1,370円 1,980円 

調理室 740円 740円 990円 

集会室 960円 1,030円 1,350円 

豊岡市立竹野地

区コミュニティ

センター 

多目的ホール 1,120円 1,190円 1,570円 

第１研修室 630円 630円 920円 

第２研修室 620円 620円 900円 

和室 840円 840円 1,260円 

調理実習室 720円 720円 970円 

豊岡市立国府地

区コミュニティ

センター 

多目的ホール 2,460円 3,280円 3,280円 

調理実習室 1,860円 2,480円 2,480円 

洋会議室 1,020円 1,360円 1,360円 

和会議室 1,020円 1,360円 1,360円 

豊岡市立西気地

区コミュニティ

センター 

多目的ホール 690円 740円 970円 

研修室 490円 490円 710円 

和室 590円 590円 890円 

調理室 660円 660円 890円 

豊岡市立弘道地

区コミュニティ

センター 

多目的ホール 1,050円 1,110円 1,470円 

研修室 790円 790円 1,150円 

和室 660円 660円 990円 

調理実習室 780円 780円 1,060円 

豊岡市立菅谷地

区コミュニティ

センター 

機能回復訓練室 1,230円 1,640円 1,640円 

交流室 420円 560円 560円 

研修室 420円 560円 560円 

食生活指導室 1,230円 1,640円 1,640円 

豊岡市立合橋地

区コミュニティ

会議室 270円 270円 390円 

研修室 1,020円 1,020円 1,470円 



センター 和室 410円 410円 620円 

学習活動室 500円 500円 720円 

調理実習室 570円 570円 770円 

多目的ホール 960円 1,020円 1,340円 

豊岡市立高橋地

区コミュニティ

センター 

大会議室兼練習場 770円 820円 1,090円 

和室１ 610円 610円 920円 

和室２ 610円 610円 920円 

調理実習室 500円 500円 670円 

備考 

 １ 使用者が営利を目的として使用する場合の使用料は、この表に規定するそれ

ぞれの額の２倍に相当する額とする。 

 ２ 冷暖房を使用する場合は、この表に規定するそれぞれの額の３割に相当する

額を加算する。 

 ３ 使用料の計算において、算出した使用料の合計額に10円未満の端数が生じた

ときは、これを切り捨てる。 

 

 

 


